
 

            
  

  歳月人を待たず 

校 長  古 山 真 樹 

 

早いもので今年も残すところあとわずか、 慌
あわただ

しい中にも新しい年を迎える期待感が心を温
あたた

かくしてく

れる時期です。年の瀬の独特の感覚ですね。「あ～、1 年も終わりか」と思うと速かったなと感じる人が多

いのではないでしょうか。人というのは、つらかったり苦しかったりするときはなかなか時が過ぎてくれな

いと感じ、うれしいとき、楽しいときはあっという間に過ぎ去ってしまったという感覚が残るものです。そ

してこのように年の瀬に１年を振り返ると、今年も瞬
またた

く間に過ぎ去っていったなぁと感じるものです。こ

れが人の心の作用だそうです。 

そこで「歳月人を待たず」 この言葉は誰もが聞いたことがあることでしょう。「時間や年月は人の都合

など関係なく、刻々
こっこく

と過ぎていき、人はどんどん老いていく。だから、今この時を大切に生きよ」という戒
いまし

めに使われる言葉です。１年が終わろうとするこの時期、まさに実感する言葉です。 

これは古代中国の詩人陶淵明
とうえんめい

という人の詩の一節です。「少年老
お

い易
やす

く学
がく

成
な

り難
がた

し、一寸
いっすん

の光陰
こういん

軽
かろ

んずべ

からず」と同じような意味です。他にも「光陰矢の如
ごと

し」「今日の後に今日はなし」など、多くの似たよう

な言葉が昔から語り継がれています。つまりそれだけ多くの人たちが、時の経つ速さを実感しているという

ことでしょう。君たちもいつまでも中学生でいられるわけはありません。若者でいられるわけはありません。

二度と戻らない今、この時を大切にして年をとってから後悔しないように、戻ってはくれない「時」を大切

にしてほしいと願います。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

今月の金言・名言  自分のことをこの世の誰とも比べてはいけない 
         それは自分自身を侮辱する行為だ    ビル・ゲイツ 

Don’t compare yourself with anyone in this world. If you so, you are insulting yourself. 

 

この言葉はアメリカ合衆国の実業家ビル・ゲイツの言葉です。ビル・ゲイツと言えばマイクロソフト社の

創業者で、「Microsoft Windows」の恩恵を受けていない人はこの世にいるだろうかと思えるほど、我々

の生活様式、いや世界の在り方を大きく変えた人物です。ある意味歴史上に名を残す人物です。 

さてこの言葉、人間のついつい犯
おか

してしまう過
あやま

ちを見事に突いた言葉と言えるでしょう。 

人間社会は、勉強でもスポーツでも人と競い合うことが多いものです。競い合うことでお互いを高め合うこと

は素晴らしいことです。その切磋琢磨
せっさたくま

が大切で、そこから進歩発展につながります。 

しかしながら、その競い合いの中で、人はついつい自分と他人を比べてしまいます。自分そして他人・相手を

分析してより高いところを目指すのは素晴らしいことなのですが、相手に勝てないとなると、負
ふ

の感情が働いて、

相手に対する羨望
せんぼう

、嫉妬
しっと

が生まれます。さらには劣等感
れっとうかん

から敵意
てきい

さえもってしまうこともあります。こうなると

いけません。人と人との良好な関係とお互いの進歩もなくなってしまいます。 

ゲイツはこういう心が自分を侮辱
ぶじょく

する行為だと言っています。強い表現です。侮辱は人に向けても自分に向け

ても最低の行為と捉
とら

えているわけです。まさにそのとおりですね。自分と人を比べるな、自分は自分です。人に

は人のよさがあり、自分には自分しかできないことがあります。自分らしく自分の道を歩むことに専心
せんしん

して、自

分の良さをどんどん伸ばすべきなのです。そのことによってさらなる向上が生まれます。 

「昨日の自分より今日の自分。今日の自分より明日の自分」日々一歩でもいや半歩でも自分自身を前進させる

ことが大切です。自分らしさを生かしていきましょう。

練馬区立開進第一中学校 

開進一中だより 
令和元年度 第８号 令和元年１２月２４日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開一中生の活躍 
◆税の標語 【入選】 陶山 実桜（２年）  
◆税についての作文 

 練馬東納税貯蓄組合連合会会長最優秀賞 

   多賀 恭太（３年） 

 練馬区教育委員会教育長賞 

   久保 斐喜（３年） 

 練馬東納税貯蓄組合連合会会長賞 

   市川 ゆり（３年） 

   今井 大介（３年） 

◆ジュニアリーダー養成講習【中級修了】 

   大村 理紗（３年）[皆勤賞受賞] 

 

 

「みんなの音楽会」は、青少年育成第二地区委員会が主催する

地域の音楽会です。今回は近隣から６団体が出演。合唱や太鼓の

演奏も含め、様々な音楽で楽しい時間を過ごしました。本校から

はもちろん吹奏楽部が出演。顧問の石田先生の指揮で５曲を披露

しました。最後は吹奏楽部の演奏により、全員でジングルベルの

大合唱。会場全体が一つになり、今年の音楽会は幕を閉じました。 

ボランタリーも大活躍 

今回、ボランタリーとして参加した生徒は１７名。早い生徒は

午前中からお手伝いに参加しました。荷物運びからパイプイス並

べ、手が少しでも空けば自主的に「落ち葉掃き」をするなど、本

当によく仕事をしていました。こうした陰の力があってこそ「み

んなの音楽会」が成功したと感じています。最後は、会場の片付

け。１７時にすべての仕事が終了しました。お疲れ様でした。 

 震度５弱の地震が発生した場合、練馬区の全小中学校が「避難拠点」となります。そのための訓練を１４日 

（土）に実施しました。午前中から区の要因が集合し、炊き出しの準備、資器材の準備を行い、お昼には実際

に炊き出しのカレーを試食しました。また、午後からは本校の生徒も合流し、４つの班に分かれて消火訓練や 

ＡＥＤの操作訓練等を２時間に渡って行いました。スダジイの会からも保護者の方に参加していただきました。

「備えあれば憂いなし」です。ご家庭でも「もしものとき」に備えて準備を進めてください。 
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部活動の記録 

◆ソフトテニス部  

◇練馬区学年別大会 １年生の部（12/1） 

  【男子１位】馬見塚広汰・金田凰佑 

  【女子５位】石田瑠奈・島田朋和 

【同 ５位】浅沼咲希・大久保絢花 

◇練馬区学年別大会 ２年生の部（12/8） 

【男子１位】矢部裕大・岡部俊輝 

【男子２位】小澤一輝・川崎 翼 

【男子３位】屋代咲也・原田 航 

 
 先にお伝えしましたとおり２学期通知表については、 

1月15日（水）に発行いたします。ご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

冬休み期間中の学校の電話は、 

8時15分～16時45分の時間帯のみとなります。 

ご不便をおかけいたしますがよろしくお願い

いたします。 


